
 
 

                           

会
計
燃
素
任
用 

      

11
月
28
日
に
行
わ
れ
た

総
合
防

災
訓
練
に

保
育
園
か
ら
は
た
く
さ

ん
の
方
が
参
加
し
ま
し
た

参
加
さ

れ
た
方
か
ら

様
々
な
意
見
を
も 

危
機
管
理
課
と
懇
談

を
し
ま
し
た

 

   <

当
日
ま
で> 

①
庁
内

で
の
伝
達
で
は

気

連
絡
を
も
ら
う

の
も
時
間
に

帰

い
る

こ
と
が
あ
る

 

②
勤
務
時
間
内
で

資
料
を
見
る
の

は
時
間
が
取
れ
な
い

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
分

か
り
や
す

長

ま

資
料
の

数
が
多
く
園
で

は
印
刷
で
き
な
い

印
刷
が
必
要
な

物
は
印
刷
し
て
送

欲
し
い

 

③
班
内
で
の
連
絡
が

庁
内

い
ざ
と
い
う
時
に
連

絡
が
取
れ
な
い

 

 <

班
長>

 

①
事
前
準
備
が
大
変
だ

慣
れ

な
い
庁
内

の
配
信

に
費
や
す
時
間
の
確
保
な
ど

把
握

す
る
の
に
時
間
が
か
か

 

②
保
育
園
で
勤
務

日

中

班
員
に
連
絡
を
取

学
校

と
の
打
ち
合
わ
せ
を
行

等
の

業
務
は
と
て
も
難
し
い

班 

長
は
外
し
て
欲
し
い

 

 <

当
日>

 

①
班
長
が
誰
だ
か
分
か
ら
ず

連
絡

が
取
れ
ず
不
安

当
日
体

調
が
悪

こ
に
連
絡
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か

 

②
避
難
所
運
営
の
人
数
が
少
な
す
ぎ

本
当
に
開
設
出
来
る
の
か
不

安

が
行
け
な
い
場
合

他

の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
の

で
は
と
申
し
訳
な
く
感
じ
た

 

③
夫
婦
で
の
訓
練
の
参
加
は
出
来
た

本
震
の
際
行
け
る
か
わ
か
ら

な
い

 

 

 

保
育
園
職
員
が
班
長

班
は

市
民
か
ら
の
評
価
が
大
変
良

そ
う
で
す

 

 

保
育
園
で
の
業
務
の
様
子

保
育

中
は
電
話
等
に
出
ら
れ
な
い
事
が
多

い

時
差
勤
務
を
し
て
い
る

タ
ル
を
毎
日
隅
々
ま
で
見
て
必
要
な

こ
と
を
伝
え
る
人
が
い
な
い

業
務

を
離
れ
て
別
の
仕
事
を
す
る
時
間
が

取
り
に
く
い
等

を
伝
え
る
事

本
庁
と
の
違
い
を
理
解
し
て
も
ら
え

ま
し
た

 

来
年
度
の
実
施
に
向
け

様
々
な 

事
を
検
討
し
て
い
る
中
で

誰
も
が

参
加
し
や
す
い
方
法
を
考
え
て
い
き

た
い
そ
う
で
す

 

 

周
知
の
方
法

研
修
日

指
定
休

の
日
や
１
日
に
何
人
も
出
る
よ
う
な

や
り
方

も
検
討
し
て
も
ら
え
そ
う

で
す

 

 
 

作
業
着
の 

サ
イ
ズ
が
合
わ 

な
い
場
合
は

 

在
庫
の
も
の
で 

交
換
で
き
る 

そ
う
で
す
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～１１月２８日総合防災訓練について～ 

参
加

人

意
見

一
部 



  
 組合では毎年順番にブロック役員さんをお願いしています。今年度は連絡会の司会・受付、研修や

全国集会の参加、園内での連絡委員さんのお手伝いをして頂きました。毎年１年間のお礼として、『ち

いさいなかま』の年間購読を配布しています。『ちいさいなかま』は保育者や保護者、研究者をはじ

め、保育・子育てに関心のあるだれもが、保育のこと、子育てのこと、働くこと、保育制度のこと

などを一緒に考える、読み応えのある雑誌です。年間購読した感想をご紹介します。 
 
 
 

 

・保育のことで勉強になりました。コロナ禍と言うこともあり、そのことを考えながらの保育

で難しさもありましたが読んだことで活かせたことが多くありました。 

・コロナ禍で保育する保育士と預ける保護者の思いがどちらもわかってよかった。 

・全国の保育園でのエピソードやコロナ禍のことなど、小さな冊子の中にためになることがギ 

ュッと詰め込まれていて、とても勉強になりました。繰り返し読んだり、読み返したりしなが

ら、大事なことは自分の知識として身につけていきたいと思います。 

・コロナ禍で中々悩みを話せなかったり、相談し合う場が減ったりしている中、寄り添ってく  

れる内容や、ほっとする内容が見られてよかったと思う。学びにもなった。 

・コロナ禍での保育のあり方、考えなど、自園でも考えて模索していることなので、共感する  

部分が多かった。また、保護者の声や保育士の声が読むことで自分も安心することにつながっ

た。 

・保育の中での悩みや保育でこんなことをしている！など色々な話が載っていて、読むのが楽 

しく、自分の保育へ活かせることもあり学びになりました。中でも、9月号の「子供が必要と

するルールとは何か?」は私自身悩んでいたので学びになりました。どの遊びでも子供と一緒

に考え、子供の気づきを拾い、広げていくことが大切だと思いました。 

・コロナの感染症が流行する中、行事などを中止せざるを得ない状況になったり、時間を短縮  

して行ったりしてきて、保護者の方は成長が見られず残念と思っているかもしれないが、逆に

短時間にまとめられていて、見やすかったなどプラスの意見もあると知り、その大切な意見を

もとに今後の行事のあり方を、全体で考えていけると良いと思った。また、1番我慢している

のは子供であるため、今後も子供を第一に考え保育内容を考えていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちいさいなかま感想 

２０２２年度の主な特集テーマ（予定） 
４月号－園の生活がはじまるよ！ 
５月号－今、懇談会どうしてる？ 
６月号－イヤイヤ、泣き止まない、どうしたらいいの？ 
７月号－他の保育者の顔がわからない…！ 
８月号－生きものとのかかわり 
９月号－園での事故を防ぐために 
10 月号－なぜ、私の言うことを聞かないの？ 
11 月号－保育が大変！なのはなぜ？ 
12 月号－絵本、楽しんでる？ 
１月号－子どもが病気になったとき 
２月号－職員同士、話せてる？ 
３月号－もうすぐ卒園・進級 

臨時増刊号（予定） 
８月 
コロナ禍でも楽しくあそびたい！ 
１月 
子どもの気持ちが満たされる生活を 

＊どなたでも購読できます！ご希望の方は組合まで！ 


